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いわゆる「植民地物産」について

本源的蓄積の商品史的検討 (4)

渡辺 尚

II 18世紀後半

2 ベヅクマン『商品学序論~ 0793-1800) 

⑤ 製紙原料

古代r ジプトのミイラを包む布が亜麻か綿かを論ず品ために 2ベ ジを割し、

た後?ベッグマンは製紙原料としての綿の検討に移る。ここでは当然のことな

がら，伝統的にドイツにおけるもっとも重要な製紙原料であった亜麻との対比

に，焦点が当てられる。染色を論ずる際に綿と羊毛や対比L，製紙を問題にす

る際には綿と亜麻を対比して，伝統的二大天然、繊維にも一瞥を与えるというベ

ッグマ γ特有の叙述様式は， ドイツの伝統的繊維材料と綿という外来材料との

相互代替の可能性に，かれが強い関心を抱いていたことを窺わせ与ものである。

また，衣料材料と製紙材料とが同一であり，紙が衣料の再生品の形をとったド

イツにおいて，製紙業が織物業と日本におけるのとは異る産業連関を結んでい

たことを，あらためて想い起こさせもする。かれは次のように言う。

「ここでついでに，古文書学者 Diplomatikerや文筆家 KritikerD からの，

手書文書 Handschrift は綿紙なのか， 亜麻紙なのかという聞に答える ζ と

は，普通に思われているよりもはるかに困難で不確実であるとわた〈しが考

えていることを，告白させて頂きたL、。わたく Lはζれについて，完全に自

信をもって断定する ζ とが不可能であると言いきるのを偉からない。たとえ

1) Diplomatiker， Kritikerの項目はツェードラーにもルドピーヂにも無し 18世紀における用語
法がさだかでな，'ため，それぞれ「古文書学者ム「文筆家」と仮訳しえおく。
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手書文書の目次には用最もの種類がたしかに挙げられてはおり，その断定のた

めには，健康な眼以外の何ものをも必要としないかのようであるにしてもで

ある。古い，ざらざらした rauh，しかし柔い紙を綿紙と呼ぶことでは皆一致

しているかのようだ。もじ古い手書文書をいささか問題にするならば，古文

書学者がこれまで好んで使ってきた，この[綿紙という]呼称の巧妙な使い

方を知る。そういうことになれば，何が綿[紙1と!Efばれるべきかについて

は容易に識別ができるというものだJ(S. 58-59)。

じつにもってまわった表現ながら"古文書用紙の材料が従来は綿であると

されてきたことに対して，ベッグマンが強い疑問主抱いている ζ とが表明され

ている。続け亡言う。

「とはいえ，このような性質を持つ紙がかならず綿紙であるはずというこ

とを，だれが立証することができるのか/ この難点を見過ごすことのでき

なかコた何人かの良心的古文書学者は，化学者たもに助けを求めた。しかし

この問題で後者が役に立もうるとは思われない。綿と亜麻はその成分がそれ

ほど明瞭に区別することのできない植物性繊維からできている。その上，製

紙に必要な浸漬，粉砕，加工を経てきているのだからなおのことである。た

しかに，わたくしたちが通常使用する紙は綿を加えると柔<.ふわふわ L

lockerer，ざらざらしてくるo その多〈の種類を知っており， その性質が加

工の仕方によってどの程度影響を受けるのかを知っている者だけが，一定の

状況下では亜麻紙が綿紙に酷似してくるので，何らかの区別が不可能になる

ということを疑わないのである。加うるに，しなるベンを使いたがるヨーロ

ッパ人のために綿紙をもしっかり fester とし， 滑らかにする技術が，かつ

て知られていなかったかどうかは分からないのであるJ(S. 59-60)。

ベヅクマンは，従来綿紙とされてきたものが実は亜麻紙ではないかという強

2) わた〈したちはベックマン白著述の中で，このような回りくどい表現にしばしば出会うのだが，
ぞれは論理の徴妙な屈折乞可能なかぎり正確に表現しようとする学問的努力よりも，むしろ，子
想される反論に備えた論争技術上の諮晦を感じさせられる。これまた18世紀カメラリスト的文体
というべきか?
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い疑いを抱いているのだが，そのことは逆に， 18世紀末のドイツにおいて主要

な製紙材事が依然とし C亜麻ぜもったとしても，事実上は綿も製紙材料として

すでに長期にわたって併用されてきたことをも示唆するものである。元来ドイ

ツにおいて製紙原料はぼろ Lumpcn，Huderであった。すなわち，生産過程で

発生する糸屑や端切れ，また耐周期限が過ぎて衣料，家具，寝具，調度品とし

ての使用価値を失った繊維製品を，とりわけ文字を配列する基箔，つまり情報

媒体として再生育せる廃物利用工業としてドイツ製紙業は成立したのである幻

綿織物の消費が増大すれば， これを製紙原料として再利用しようとするのは当

然の成行きであろう。ただし，ベッグマンは『技術学入門』の中で「製紙業」

に一章を割き，製紙工程について詳説してはいるもののベ ここでは亜麻を原

料として叙述がなされており，綿祇については附注で触れられているにすぎな

い5)。したがって，~序論』の，製紙材料として綿を論じた部分と， ~技術学入門』

の第5章とは，相互祷完関係に立つものとして読み合わせられるべきである。

製紙材料一般について，ベックマンは次のような概観を行っている。

「最初の紙がつ〈られたアジアでは，背からさまざまな植物を，しかも各

地域でその地でもっとも容易に入手しうる植物を製紙用に利用してきた。デ

.') ベックマンば『世情論入門』の「製紙業jの冒頭でこの点を強調している。 r亜麻のさまざま
な加L 有力H工，利用!使古しの後で棄てられたぼろは「ぼろ回収業者JLumpensamler によ
ヮて回収され， 13世杷初l以来あらゆる種類白紙に再生ずるようになったJQBeckmann， Technolo-
gte， S. 152 なお，前稿の注14)に紹介したように，ベックマンは「手工業の自然的分類」を試
み口、るが!第24部門が製紙業および関連工業であり， 136製紙， 137厚紙製品 138人形仮

面， 139時計の側，箱}硝.140混旋紙製品 141.Fechtelmacher [扇子製造業者かつ]， 142 
製本，の7種iJ'挙げられてし品。 Ebenda，S. 34，ただし壁紙だけは綿布捧品， 銅版印刷， 書籍

印刷等とともに第9部門に含ませられている。 Ebenda，S. 30 風巻，前掲書:， 173-174ペ}ジ。
ちなみに， w論集』日中で材料としての紙に関連する項目は「壁紙Jだ什であるo ζこでは文頭
で，三種煩の壁紙の弓ちもっと本簡素なものと綿布掛県とには同種の木版が使用されていると指
摘さ九壁紙製造と綿布抜染業との技術的共通性にベックマンが関心を向けていたことが窺われ
る。 Beckmann，History o/ITlventions， Vol. 1， p. 379 [邦訳， n，514ベ←ジ1
4) Abs. 5. Papiermacherey， S. 152-177 
5) 第14節で[TIi'リ麻]ぼろD代替原料が論じられているが，その註(1)の中に次のような言及が見出

される。 rへルツャでは綿ほろから紙が造られ，これはガラス主によ勺て平滑にされ，当地で用
いられるインクが「一層よくなじむJdesto besser darauf 出回目ように石瞳ワ が塗布される.
綿紙と亜麻紙の相異については『序論j1， 58へ ジを参照J，と。 Ebenda，S. 174 
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ュバノレド Dubaldeは，アラビア人が紙を初めて知ったポハラ Bucharey[ボ

ハラ=ハン国 Bukhar'aKhan (1599-1920) 中央アジア・ウズベク族の三ハ

γ国の一。 1924年他のニハ γ固とともにウスベク共和国となる。この地域が

今日， ソ連邦における綿花生産の中心地である ιとに注意]で， 紙が竹

B出 nlJUsroh:rからつ〈られたと保証している。ファノレク Falk 主ポ(フでは

桑の木の靭皮やさまざまな根からつ〈られた紙を見たと言うし 最上質紙は

綿からつくられたと言う。この最上質紙は白色で， !翌が添加され，滑かにさ

れた。中国でこのためにきわめて多様な植物が利用されていることは，中国

産紙のすばら Lい多様性を見れば一目でわかることだ"。 円本では下級紙は

白い桑の木の靭皮から，最上質紙は Moruspapyrifera の靭皮からつくる九

6) この担述に対応する『技術論入門』の叙述は以下町通り。「中国人は勺とにあb左ある植物色

とりわけ種毛 Samenwolleを製紙に利用しており， このことは Hバラスの厚意によって入手で

きた中国棋の標本が証明するところである。これに封して，普通信じられているように中国人が

絹のぼろ切れ AbgangeiJ>らも紙をつ〈るというのは誤ちであるJo S.174中国における技術全
書ともいうべき『天工聞物.!l(1637年〉中巷十三円「製紙」の草によればj 紙の材料とし C括経l

[カジノキ]の庄l 桑穣[桑皮J，芙蓉膜 f木芙蓉の樹民]，竹麻[竹の繊維]が挙げられている。
なお，柑庄を材料とした堅い紙は縦にさくと木綿糸のようになるので綿紙と呼ばれたという。そ

れゆえl 少くとも17世紀央頃までは中国で綿紙と呼ばれたものの材料は楕であったということに
なる。宋臆星撰薮内清訳注『天工聞物』東洋文庫130，平凡社， 1969年， 245-257ベ一丸なお

これの訳註によれば コウゾ比中国にはたししたが勺て楕にコウゾをあてるのは誤りであると

いう。たしかに， '1、意謙監修『増補植物の事典!，東京堂，昭和43年，0) Iコウゾ」の項目で
も「楕の漢字はコウゾと読ませてL るが，中国ではカジノキに当ててレる」之指摘してい ~o し

かし，牧野富太郎はくわ科コウゾ屈に属するコウソ， ツルコウゾ【ムキミカズヲ)， カジノキの

三租りうち』 コウゾ町分布地を本州，四国，九州，琉琉台持，朝鮮，中国の暖帯と明記し，ノJ

シノキについては「アジアの暖帯から熱帯に分布」と記していあ。また，かれは後者の漢名と L

て楕，構，穀を挙げてもいる。牧野富芳、郎『原色牧野植物大図鑑!，北陸館， 昭和57年， 30ベー

ジ。また他の資料も， コウゾとカジノキを区別した上でコウゾの自生地として牧野と同様に台湾j

中国をも挙げている。日本林業技術協会蹴『新版・林業百科事典!，丸善，昭和46年， rコウゾ」
項目を参照。ごうしてみると.中国の楕をコウゾと読む三との可否はさ Lあたりなお保問サざる

をえないばかりでなし中国には楕がないという薮内の断定は豆確さを比〈と言わざるをえなレロ

7) へッグマンはこ乙でツェン〈リ-Karl Peter Thunberg (1713-1822. 1)ンネの弟子。オラン

〆買インド会社船医として安永4年[1775J来日。帰国してりンネの死桂ウプサラ大学でその後
を継いだ。リンネを介してベッグマンは日本にコながるノ〉の Floraiaponica， Leipzig 1784 

〈筆者未見)，を引用しているが， I白い桑の木」と MorusPapyriferaが具体的に何を指すの
かを確定することは難しい。和紙の主畳材料は今日，コウゾ』 ミツマタ，カンヒであるが，コウ

ゾはくわ科 Moraceaeに属し，またクワ属 Morusのクワ Morusbornbycis Koidz. (牧野，前

掲包 29ベ ジ〉の靭皮も和紙の原料となるからである。小倉，前掲害， Iク7J項目を参照。
般に品質(とりわけ強度[結維長J)ではカジノキはコウゾに劣仇 ミツマタもまたコウゾにノ
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、及ばないが，カジノキとミツマタとの優劣はさだかでない。カンピからは最高級紙〈鳥子紙〉が

抄造される。しかしこのような比較品ら上述の担問に対すG品えが引き出されるわけではない。

そのためにはおそらくツュンベリ の叙述の検討に持つほかはないであろう。たお土掲『林業

百科事典』によれば，カジノキの独名が Papz'ermaulbeerbaum，英名が Papermu品"叩なので，
「白い轟の木」は文字通りクワを指L，M. papyrifera はコウゾないしカジノキを指すとさし
あたり解釈しておくことは，あながち無理ではないように思われる。ちなみに，江戸時代に出版

された『農書』において製紙業がどのようど扱われているかをー瞥すれば，元撮10年(1697)刊

行の宮崎安貞『農業生書』では巷七の四木之類の第二に帽〈かうぞ，かご〉を挙げている。かれ

は官頭c，r~i'1にハ其種色々あり。其内先勲三切こミ深くあるを認とλ 切めなさを。挺と云J.
かζ

と述べ捕と構とを区別しているが， コウゾもカジノキも若葉には深い切込みがあるので，構が何

を指すのかさだかでない。他の製紙原料についての言及はない(京都大学経済学部所蔵の財部文

庫・天明7年再板(1787年〉を参戸〉。 しかし， 幕末に近い天保3年(1832年〕刊行の佐藤信澗

『草木六部耕種法』ともなると挙げられる種類も豊富である。巻七「需庄圭篇」で信淵は製紙材

として描，也三又木名結字書の3種を挙げ輔の多種にわたるこPをま貞k同様に指摘1ャ
刻。ゾJ中 ，号戸、ウ 7 ナヘη

次のように述べている。[槽樹ハ種類頗ル多ン 其ノ中ニ於テ諸国ノ多ク作ル者ハ白表，青表，
e開 F、司 令~-~.. マト，. 一切，，，、 ， .ヵ
果表，始尾，簡が且男班，昨葉，円葉， 目高等ナリJ，と。檀紙についてはJ中古ノ世エハ奥州ヨ

〆，ψ'1""'"ι
り磐シク檀紙ヲ出セリ 檀紙ヲ陸奥紙?云フニラ知ルベシ 然ルニ近来ニ至テハ絶テ奥州ヨリ檀

紙ノ出ルヲ闘ズ」として，檀紙抄造の衰品を指摘している(今日ではにしきさ「科の檀 Eyonymus

"叶olrlian山は将棋駒やとけしの材料として重用予九いわゆる槽紙の原料はコウゾぜある)，

江戸中期より利用され舶めたミツマタについては， [今駿河甲斐等ョリ出ル紙J、此ノ三又木ノ皮

ニテ漉タル者ナり， 只此ノ三又木ノ庄ハ性ノ弱キ者ナルヲ以テ主主ノ紙ノ下品ナルヲ奈ント毛

スル1無シ宜ク胎尾カ緩垣ノ楕皮ヲ混和シテ漉ベシ 1， と記している。 このほかにも製紙原料に
ヲサ吻内句マ，少 寸ヤvマタ J九、 4暑岳， ，. 

適しプたこ樹木があるとして， [3'.桑ノ皮，桜木ノ此共ノ他稚松，離桑，木芙蓉ノ類よそ椅7fドル法
ヲ用テ畠ニ多ク植ェ立テ梢ノ皮ヲ剥採寸楕ノ如クヱスレバ皆以テ紙ヲ漉ベシJ， と強調している
(肘部文庫・明治7年版を参照ふ江戸時代中期を過ぎると， 製紙原阜ヰとして利用される樹木の

種類もきわめて豊富になったことが窺われる。したがって，ベッグマンによる同時代(日本の天

明・究政期〉の和紙に関する知識は，きわめて限bれたものであったと言わざるをえない。

なおp 前述のように今目的手抄き和祇(機械秒き和紙は統計上洋紙に含められる〕のキ要原料

は，例タをのぞくと(たとえば福井県特産自揮事紙用の麻紙は麻を原料とする〕コウゾ， ミツマ

タ，ガンピの3租であ忍が，前者はくわ科に，後二者はじんちょうげ科に属するQ 後述の理由に

より，乙こでこれら由学名を牧野. j自I掲書で確認しておくと以下の通りである。

コウゾ属コウゾ Broussonetia Kazinoki Sieb 
ツルコウン(ムキミカズラ) Broussonetia Kaempferi Sieb 
カジノキ Broussonetia papyrifera Vent 

ミツマタ属ミツマタ Edj(eworthia chrysantha Lindl. (=E. patyrifeTαSieb. et Zucc.) 
ガンピ属ガンピ Wikstroerrμasikokiana Franch. et Sav. C=Diplomorpha sikokiana 

Nakai) 
コガンピ〔イヌガンピ WikstToemiagampi Maxim. (=Dipl，町市中hagaρ，p' 
Nakai) 

キガンピ Wikstroemiatrichotoma Makino 

このうちコガンピだけが軽量広り陣維が弱く製紙原料に適さない。上記種小名7'1>G， コウバ ミ

ツマタそれにマユミまでも，ケンヘルやジーボルトによってヨ ロッハに紹介されたことが窺わ

すしる。
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ヒンドスタンでは綱，網，包装用紐8にそしてまた紙は Crotolariajunceaか

らつくる的。 かの地でこの作物はわたくしたちの大麻のように栽培されてい

る。それゆえ，ロソドンの f東イン門会社は中国大麻 ChinesischerHanf 

と呼んで栽培を薦めるのであるJ(5. 60-61)。

「綿を栽培したアラピア人が，これから紙をも製した。そして， 乙の植物

の栽培と利用方法をシチリ 7，マノレタ，スベイ γに伝えたのである。亜麻士

栽培するヨ ロッパ人は，亜麻から紙をもっ〈ることをおそらく長〈は障時

しなかったであろう。多分当初は，プライトコプ Breitkopfが見だと信じて

いるように，亜麻と綿のぼろ Hader を混ぜ合わせていたのであろう。ヨー

ロッバ人が何世釈も亜麻紙のみに馴れ親んだ後，すべての紙は，あるいは最

高級紙は，もっぱら亜麻ぼろからつ〈られるかのごとき見方がヨーロッパに

弘まった。というのも，ヨ ロッパにはこれより安い原料はなく，しなるベ

γにとって>0，これほど書きやすい紙もないからであるJ(5. 61)。

ベックマ Yによれば，製紙技術は綿栽培技術とともに，西アジアを経由して

南ヨーロッパに伝来したことになる。そこでヨーロッパ人はまず綿紙を知り，

しかる後にヨーロッパで自給できる亜麻による製紙を覚え， 18世紀後半になる

と再び綿が併用されるようになる，という経過を辿ったとしヴ。羊毛と並んで

ドイツの伝統的衣料材料である亜麻を，製紙材料という面で綿と比較している

8) Packleinenが『技術論入門』では包装用布 Packtuchになってし、る。 Beckmann，Techη0/0 
gie. S. 174 
9) いわゆるサンヘンプ Sun(n)hemp.San Cn) hemp を指す。岩佐は， 英名はヒンズー名 5an
から来 ζおり，漢名の太1隈麻，赫麻也わが固において英名から直訳したものであろうと推定して
いる。同じくインドで駄紙原料になるものとして同属の Crotalarialeschenaultii nc も挙げ
られている。岩佐，前掲宮， 440-442ベーν。なお守ルドピーずは Bastの項目で， インド， と

りわけ Angola州では，住民がすべての織物， 衣服，拘器等を樹皮搬維で型車量し，これは絹織
物のような外観を呈すると述べている。 Ludovici，a. a. 0.. Theil 1， Sp. "1353-1355 
10) ベックマンは『論集』の中で「筆記用ベン」を一項目として掲爪 葦ベンと羽根ベシについ
て論じている。かれによれば羽根ヘンは華ベンより弾性が強〈優れていた。 Beckmann，History 
of lnventions. VoL 1. pp. 405-413 [邦訳， II， 546-555ヘ ジ] 靭皮織維を原料とする和紙や
唐紙と亜麻綿織物のほろを再生したヨ ロッバ紙との差異は，当然に筆(毛筆とへン〉と顔料
f墨とインク〉の差異とも関連してい上九
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点にも，ベックマンの綿関心の独自性が現わしていると言えよう 11)。

ところで， 1844年にケラ-Friedrich Gottlob KelJer 0816-1895) が木材
パルプ利用技術開発に先鞭をつけ， 19世紀央以降主要な製紙原料は麻・綿ぼろ

から木材パルプに大きく転換していった。しかし，それまできわめて長期にわ

たってヨー μ ッパ製紙業が原料をぼろに頼ったことは rぼろ回収業」を社会

的分業。一環として白立せしめたばかりでなく，ぼろの国際的流通機構をも成

立させるにいたったのは周知のことである。ぼろは本源的蓄積期の重要な国際

商品となったのである山。これに対して，麻ばかりか綿まで豊富に産出した日

11l ここでルドピチの「紙」項目の紹介をしておこう。そこでは，①原料l ③製法，0;種類，に
ついて記述されているが，わたくしたちにとってとりわけ関心を呼ぶのは①であり，しかもへッ

クマン由記述と暁い遭いをみせている三とは看過しえない.ルドピーチでは製紙原料kして(i)葦，

(ii)紘凶絹， 0v:樹皮.(v)靭庄， (，叫石綿， I，ii (大・亜〉麻ぼろ，の7種が挙げられている。第二の
綿にワいては1 円、フ料紙が登場したのカをわたくしたちは同じく正確には知らない。おそら〈

9あるいは10世紀にこれをつくり拍めたのであろう。今日なおベルシャ人と中国人は紙を綿ある
いは綿布ぼろからつくっている。この棋は，とりわけ中国の紙は，その品質においてフランス踊に

匹敵する。ヨーロッハではi~品世の使用はっとに止んでしまった。それ以来現行の[麻]紙をつ〈

り始めたのであるJ， と記述されている。第三巴絹については次のように言号。 r絹と絹布ぼろ
は製紙原料となりうるのであり，実際に中国人によってつ〈られている。しかし，この絹紙はき

わめて薄いので，その大部分は片面だ刊にしか書きつけることができない)， と。第四について

はμ下のよう仁。 r東イ yr， R本 中国ではこれ[網布，絹布日ろ1に扶いである樹白書草い内
良からも紙をつくるが，二=の樹は Bamb叫と呼ば札他は Raadsi あるいは Ranschy
と呼ばれる。 その製紙法はわた〈したちの場合とほとんど同じであ忍。 この紙は絹 t祇1や綿
f紙1のように薄(，しなやかで，柔しまたきわめてつややかでもあるのでj まゐで銀粉をま
ぶしたかツニスを塗ったように見える。これらの紙の中で和紙がもっともしっかりし亡いるとみ

なされている。それゆえ， これはまさしく巻紙の形で直売さtL.長さと帽の註文に応じて切り揃

えられ，さらに優美な絵で仕立てられるのであるJ，ちなみに，第五についても引用しておけば。
「同じようにしてマダカユカル島の住民は Abobaumの腕皮から紙をつくる。しかし，こ白紙は
白くはな〈貰色であるJ.Ludovici， a. a. 0.， Theil 4， Sp. 458-460. li天工聞物』に綿 網ぼろ
の言及はなし まず'住8)でみたように 少〈とも江戸時代に絹布ぼろが和紙原料と Lて利用

されたことを示す資料を筆者はまだ知らない。その上，こり BambauらEαadsi，Ranschyが何
を指すりかもさだかでなレ。来日命孔唐紙に関するかぎり，パドピ←チD記述はベッグマシのそれ

にもまして不正確である。

12) とりわり出版業四興隆にともない紙需要の激増した17世紀u降，ぼろは重商主義政菌易政策D
規制対象商品のーっとなった。 Ludovici 仏仏 0.，Theil正Sp.1460.オラン〆はドイツやへ
メン等がぼろ輸出を禁止した檀， 死者にE麻布を着せることを禁止し，年間少くとも20万Jb
のほろを節約したという。 Beckmann，Technologie， S. 153-155 なお， ルドビ チは前掲の
Lumpen，oder Hadern申項目で，亜麻・大麻布のぼろ切ればかりでなく，毛織物や他自織物の
ほろも製紙原料として用いられたことを指摘してし唱。
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本では和紙原料としてぼろを利用することはなかったようである山。むしろ，

紙子， 紙衣， 紙布， 太布， 科布(信濃布〕のように紙そのものを直接衣料原

料に Lたり，樹皮の繊維を用いて布を織る ζ とはあったが1ベその逆ではなか

った。一般に製紙業と織物業は広義の繊維産業に含められるが， 日本とドイツ

13) 円本では一般に古着は引き裂いて再織し，再生衣料として用いる習闘が続いたようである。

[1札民の裂織り[ぼろ織わ]とは木綿をぼろになるまで着用 L，これを織り込むという，綿布白

完盤な更生法であったム福井貞子『木南口伝ム 法政大学出版局， 1984隼 168ー159ぺーシ。柳

田国男は「何を着て居たかj(~斯民家庭j，明治44年， ~木綿以前の事』創l元社 昭和旧年 所

収，佳者は『定本柳田国男集J，第14巻，筑摩苫房， 昭和37年l に収録〉と題する小論の中で
次の上うに述ベているo r先反暗木県の丸州製紙会祉を見に行ったときに，私は紙の原料の供給
地を尋ね試みたことがある。麗だけは勿論こD附近の長村一帯から集めて来るが，古者L櫨の多量

は大阪を経出し，殊に古麻布を主として束北の卑し地方から，怖いで居るといふのが志クトであっ

たム『柳田国男集j，前掲巻， 16へ ン。また， 明治42年に執筆された「美濃紙現状J(~柳田国
男集J，第四巻， 所取〉のなか℃も， r洋紙ノ製造J、近米柏盛ニシア其l[11j¥餌ニ7fとア和紙ノ凹分ノ
ーヲ占ム其原料トシテハ甘J布綿布ノ消費ハ丹、ダ盛ナラズ「ポルプ」ノ消費ハ広重大ナルそ其国産ヲ
用キルモノハ 'Jと述べている。これらの記述から推定すると，日本℃麻綿布ぼろを製紙原

料とするようになったのは，洋紙製造技耐の導入以降りようであ令。
J亀寄コ フ"オド>

!L;) 紙子または紙衣は紙に加工して衣料に仕立てたものであり，紙布は紙を細〈切ってつくった経

糸で織った布で，これまた原料は繊維でなく紙そのも 0である。なお，紙布の製法が18印年代に

日本からアメリカに伝播し， 8C年代にはドイツにも伝わって技術的改良が加えられ， 19世紀末か

ら第一次人帆期にかけて「紙糸JPapiergaIlょが袋，敷物，紐等の臣料としてドイツで盛んに利
用されたことについては， Artbur Weis， VIωlesungen uber technische und凹 rtschaftliche

Grundlagen der Textil-Industrie， Leipzig u. Wien， 1923， S. 87-92，を参R札また徳島県木頭

村に伝わる「太布J畠織技術が，故近，朝日新聞〔大阪版タflj，昭和60年2月4日〉で紹介され
たがj このタフについてj 柳田は前崎「何を着て居たか」の中で次のように述べてし倍。[タフ

は太布と芳j人もあるが，実は今日まだ正確に宛つべき漢字が知られて居なh だが自分だけは
恐らく拷余の樗であらうと思ワて居る。タグは昔の言葉では麻でない別の衣料であったJ (17ベ
ン)0r近年まで木曽の福島に問屋があってj 盛んに関西地方に送り出して居たタフなるものも，
たとえ今日では所謂木曽の麻衣たけに限られて居るとしても，少なくとも名の起りは曽て其以外

り植物鵡蛸監を融ワたものがあワた為で "'''J(19ベーシ)， r阿世の三好華馬海部等')諸郡 Cは，
かち

山村到る処にタフを生産する。是は穀白木の皮又は耳や藤の皮を織った昆布であξと，阿技志と

いふ書には記して居るJ(20ベ ν¥ r阿波志にタフ白原料として穀の皮を用品たとL、ふカヂも，
今のヒメカウゾか，そうで燕くと払此属の 輔であったらうと臣、ふ 1(21ベージ)， rr下総の1結
城のユフは 種昨以外の繊維料で，それは穀のことだとL、ふことが古く認められて居たのである。

梧は声ゾとも謂ふ地方があってj 現在は紙の車料としてのみ知られて居るが，以前は少な〈とも

其一種に，是を綜に紡いで布に織り用品たものがあったのである。 ユフと訓まれた昔の木綿

が今のそメンの木綿と同様にl 衣服の資料であワたこともほぷ朗らかなのであるJ(22ヘージλ
ゅう 色め

まことに，木綿[穀1はジミ鵡 fワタJtJ前の重要な織物原料の一つであったばかりか，まずこ白
ようなものとして日本人に利用され拍めたのであり，しかも樹皮繊維の穀は草皮繊維の苧麻，大

麻とともに日本でもっとも古「い織物原料であった。遠藤元男『織物の日本史jNHKフックス148，

日本放送出臣協会，昭和46年， 20-21へ ジ。武部善人『白木木綿史の研究品吉11，弘文館，昭和

60年 11-2!iベータ.
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では両者の康史的産業連関は異っていたと言えそうである。

① ヨーロッパ綿織物業 。

ここで叙述は綿織物業に戻り， ヨーロッパ綿織物業の現伏が以下のように総

括される。

「ヨーロッハの綿布消費量は大会社設立後に増大した。この商品のために

多額の貨幣の流山が嘆かれるようになると，原料を輸入し国内で加工するこ

とによって，この損失を少くともある程度まで減じようとした。そ ζ ですで

に綿布捺染業が成立したばかりでなく，綿織物業も成立L，現在も多数白人

間に収入を与えているJ(S， 61-62)。

との記述はヨーロ νバ一般を論じる体裁をとってはいるが，実際にはイギリ

ス綿工業の発展を念哀に置いたものである。というのは，これに統いてイギリ

ス綿工業の現状が説明されているからである。 1788年の議会報告に拠って，綿

製品生産額が1781年の200万£から87年の750万£に 4倍近い急仲ぶりを示し

たことを指摘した後，ベックマンは次のように述べる。

「全イギリスの綿工場で1785年:1799，2888 1 b， 86年 1615，18671b， 87年

2260万lb[の綿花〕を消費した。この綿花使用量の半分は西インド産である

とし、うことTこJ(S. 62-63)。

まず染色工程から始まり，ついで織布・紡績工程に遡及する方向で進んだイ

ギリス綿工業の輸入代替過程の紹介が，どの程度に正確なものであるかを，イ

ギリス綿工業史に関する今日の研究水準に照bして検討することは，本稿では

控えたい。むしろ筆者の関心をそそるのは， 1793年初に刊行された「綿」論文

が， 1788年に公表されたイギリス議会資料を利用しえているという点である。

当時の情報伝達速度を考えれば， 4年という情報入手の時間差はけっして大き

いとは言えまい。おそらくベックマンは，産業革命期イギリス綿工業の発展を

もヮとも良く観察していたドイツ人の一人であっただろう G その際無視Lえな

いことは，ベックマ γの叙述の中に，イギリスとドイツとの技術較差に対寸る

関心を窺わせる文章が見当らないということであるn かれの主要関心が， ヨー
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戸ッパと非ヨーロッパとの聞になお残る技術較差に向けられていたことはまず

疑いを入れなし、。このこさは陸業牟命期りイギ日月がドイツの同時代人の阪に

どのようなも U として映っ亡いたか， ということを考える上で示唆的である。

ノ、ノ ファ←人マミックマンが，同君連合のイギリスをどの程度に「外国」とみ

なLていたかという点に問題が残るにしてもであるo

次いでドイツの現状に関する以下のような叙述が見出される。

「プラ Y デソプノレク諸国ではこの外国産原料の加工は園内の羊毛f生摩]に

損害を与えてしまった。かつては薄地の.軽い園内産毛織物を身にまとった

女たちは綿布になじんでしまった。同様の ζ とが綿織企業Kattunwebereyen

がまだ設立されていない他の[ドイツ]諸国においても間もなく流行となり，

この生地 Kleュdungsstuckeの着心地はまことにすばらしいので， 当局によ

って執られた厳しい輸入禁止措置は，そこでもこの生地をついに排除するこ

とができなかったJ(5. 63)。

ベッグマンによれば，綿織物は少くともドイツにおいてはまず審修晶的性格

の強い女性用衣料として登場L，そのため直接打撃を受けたのは薄地毛織物で

あった。しかも，この婦人服需要における晴好の変化は一時的，局地的なもの

に留まることなし長期的かつ全ヨーロッパ的拡がりを見せたようである出。

繊維工業における基本的原料の転換をひき起した直接の原凶が，婦人服におけ

る流行の変化という需要因の変動であったということは，資本制産業構造の確

15) 18世紀の服飾の変化を追うことはでれほど困難てはないが，主要材料の使用比率;Cl!ll屋する ι
とは容易でなレ。ただし日80年代に綿布が霊用されたことは，次のような指摘から窺うことが
できる。 r見渡したところ，衣装の素材として，モスリンが突によく使われているのがわかる。
1780年代にはそスリンは，特にベティヰ ト用として最も人気の高い生地だ勺たJoJアンダー
ゾン・ブラック/マッジ・ガ ラント著， 山内沙織訳『ファッシ zンの歴史〈下)1，PARCu 
出巨周， 1978年， 68ベーシc 綿工業生産力由意搬な卜昇を反映するイギリスでの服飾の産化は，
目"0年代の「某国心酔」によってフランスに影響をEぼし【ミシェル・ボ りュウ著・中村祐三
訳『服師の歴史←一一近世ー近代編 』士庫クセジι.白水也 1976年， 101ベージ山居手を参H礼

ただし，ルイ16世期を扱勺たとの節では生地についての言及はほとんど無い)， ぞれが大陸各地
に新しい流行を生み出していったζとは十分L推定亡きるところである。フエノレノン プロ デ
ル薯 村上光彦訳「物質文明・経済・資本主義 15-18世紀1-1日常性の構造1l.みすず書房，
1985 今~， 436-437ベ ジ。なお，ゲテインゲン白属するハノーフッ←選帝侯国はイギリスと同君
連合の関慌にあったから，イギリスにおける服飾の流行が他のドイツ諸国に先がけて，ハノ ノ
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立過程で「者修品」ないし「流行品」がはたした役割にあらためて眼を向けさ
a 

るものである。しかも興味深いことには，ベックマンもまた著修的需要に否定

的な評価を下そうとはしないばかりか， ζわしをふdustrieと結びつけて理解し

ようとさえしているのである。すでに前稿で引用したように，このドイツの消

費構造の変化の描写の後に lndustrie概念が再論されるのであるが，この文脈

の中で Fleisと Iηdustrieがあらたに. r最小必要限度目欲求を超えるものを

得ょうとする自由」と結びつ円られて論じられていることに注目したレ。

ベックマシによれば.Fle伊と Industrieによってのみ「タi国物産」の輸入

代替は可能になるのだが，他国，この Fleisと lndustrie の根源は「外国物

産」に対する，すなわち生存に不可欠というわけではないが，生活の快適さを

よわ高めて〈れZよろな「著修品J.r賛沢品」に対する欲望にほかならないの

である。明示的に Luxus という用語が使われているわけではなレものの，か

れの lndustrie概念はこの点においても， ヒュームやステュアートの系列につ

らなりうるものと言えよう山。

¥ファーに直接にもたらされることは寸せ?にありえたであろう。

16) とりわけ，小材昇 r経世苧の形成時1';'.来来払 1961年， 第1-2章，同『著作集VJlF;同
「サー・ジェイムズ ステュアートと経済学における歴史主義J~三田学会雑誌』第75巷特別号，

19田年，同「ステムアート『原理』における「インダストリ」についてJ ~東京経大学会誌寸第
137号， 1984年，田中敏弘『社会科学者としてのヒュ ム，.未来社I 1971年，第2章，坂本達哉

10.ヒュ ムの人間労働概念とインダストりー論」早坂忠編『古典派桂済学掛究(l油推札吐
出版， 1984年，を参照。 'J~*牛によれば，ステュアートは1757年から 4年間テューピンゲンに滞在

L， ζの町で『原理」第3編までを書き上げた。『原理』はドイツ・カメラリズムの風土に客とし

て基礎の成勺た書物だという。かれは17白年にオランダに向い.63年頃イギリスに帰国した。小

林『薯作集VJ]， 26-28ベージ。他方，へックマンは175~年にゲテインゲン大学に入学 L， 17回年

5tベテルスプルグのギムナジウ λ教師として赴在するまで， ヅラウツシ品バイグ， オラシグに

lJ-jJK沼を試みている。 Grundke，Nachwort， S. 5丘三 の足跡がドイツないしオランダで交錯
した蓋然性は極小というべきであろうカ九 とまれ同時代人ベックマシがへ←ゲルやリストとは別

の形で，ステュアートから影響を受けていたことはありうることではないだろう力、註2めを春

闘。ちなみに資本制生産様式の確立後に Lt四 S とIndustrieとの歴史的関連をあらためて強
調しようとしたのは，かのゾンパルトであった。 WernerSOOlbart， Luxus und Katitalismusら
Munchen . Leipzig 1'913 [田中九一訳『晋惨と資本主義，.東京市立社.1925年].r曹静的消費
の革命的力」と題したその最終章において，かれま「著修品工業 ILuxusindustrienが資本主義

に適合的である理由を. 1 生産過程の性質〈高価な原料， 高度な技揃). 2 需要の性質〈流

行Mod，への依存). 3 外国人の貢献〈同職組合的輯酔からの解放). 4 宵胆益性(大量阪

売による高売上げはやっと後代に始まるLの四点に要約している。「著修品工業」が合理的な生
産詰組織技術の発展をi足しろるのと同じ程度において，苛酷な良時間低賃銀労闘の強制にもノ
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こζで，そのようむものとしての綿織物の一覧表を掲げておこう。ベッグマ

ンはすでに叙述の初めの部分で，ヨーロッパに輸入される綿布の分類を試みて

いる。かれによれば，

「このインド綿布 LKattune] の多様性たるや大変なもので，またきわめ

て変わりやすし相違はあまりに不明確で綿布の分類表を作成することも難

L，'ほどである。時が変わると t競売の際の]r価格表JPreisverzeichnisか

ら f古H 名称が消え，新しい名称が品目の新!日を問わず現われる。どの民

族も外困語の名称、を〔現点担語とは]具る仕方で発音し，その発音にしたがっ

て書き綴る。 ζのことによって 見したところ品目数が増大するのである」

CS. 14-15)。

そこでベックマンは「辞書での参照青森易にするためにj， 東イン}会社の

「価格表」にもっとも頻繁に現われる呼称の整理を試みるのであるが，それは

ノレドピーチの『辞典』の項目と較べるとかなり粗いと言わざるをえない。それ

ゆえ，ベックマンの分類を補完するためにノレドピーチの項目をこれに対照させ

た上で，一覧表にまとみてみることにする〔第 1表)問。もとよりこれはまだ不

完全なものにすぎない。したがって他の資料によって補正を重ねる必要がある

、走りうる可能性を無視していることはさておくにしても， 18世紀人にとっては一つの魂の中に相
互媒介的契機としτ結合していたはずり Luxusとlndustrieとは， レまやゾンバルトによっ
て二つの魂に分属せしめられ，需要(王侯貴族〕と供給(企業家〉の関係とLて把えられるにい
たっている。ほJ正時を同じくして刊行された JosephA. Sc:humpeter， Th四円eder wirtschaft-

lichen Entwicklung， Leipzig 1912 塩野谷祐一中山伊知郎東畑精一訳『シュムヘ タ

←田経済発展の理論j，改訳服，岩波書庖， 1980年]，の「新結合JNeue Kombinationen概念に

疑いもなく親和伸を示すゾンバルトの「春修」棋士此企業家の「有能さj，r.，識J，r合理性」
等と対応するとされるかぎり，かれの観点はベックマンのそれと 面においてつながっている ζ
ともまた苔定できない。もっとも，ゾンパ"ト叩「すべて白者修品工業は'"世国-P r....ミにおい

て人語的に創り出されたものであるj (a. a. 0.， S. 205)という叙述に接する時， 18世紀人ヘッ
クマンの視野時中には確実に抱えられていたはFの，lndustrie生成田一契機としてり非Eーロ
ク川物産の揺が， 1!i世紀のうちにドイツ人の記憶から完全に消え失せてしまったらしいことを，

わたくしたちは捕感せざるをえないのではあるが。

17) W技術学入門Jにおける「手工業の自然的分類』によれば，第21部門に， 122. Kattunweberey， 
123. Zitse， Parchent， K，αnefas. 124. Nesseltuch叫 bereyの3業種が挙げられており， これがベ

ックマンの綿布に関する大分類とみることができょう"Beckmann. Technologie， S. 33 ルドピ
ーチについては，Cattunの項目白.a. 0.， Theil 2. Sp. 227-234)で挙げられている品目につ
いて，それぞれの項目を検索するというやり方をとった。
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第 1表

Lu出 V悶

Netteltuchの一種 白地，自のつまった薄地綿布束インド，

とくにベンガル製. 16 x i"'-'t E. Mallemol1e と Netteltuch
を参照。 (The;!1， Sp. 96) 

かなり厚地の綿布純白東インド製最高級布はス ラト地

域製 13:1，，-，14 x士、-，kE 細幅物は Orgagis，Nossa口町 Gau
diris. Nerindes， Dabouisと呼ばれる。 EaffetaaNarrow-whit 

13! x占E.， B. Broad明 hit;14x昔E.，B. Narrow-brown; 14 x 

t E.， B. Broadドbrown;14x号E.(Theil 1， Sp_ 1157) 
平織り純綿布c 多様な品質，組織，幅，密度3 風合いを持ち，

大麻・亜麻・麻屑糸をも使用したものもあるが，これはフラン

スでは禁止されている。フテンスではとりわけトロヲ，ルーア

ン， りヨンで製織され， 厳しい品質規制を受ける。 22rv24x-!

〔十1りE オラン戸製は一般に縞織り， 12x古~言E ブリムへ製

は Eombasine と呼ばれる。 1Rf;地物4種，組織り 2種。 u[イン

ド製は白l~， けばが無< ，平織り，綾織"，紋織りがあるu ベ

ンガノレ， ポンディシェり ，ベヲザール Bellasarで製織。 7.

9・10xf，-viE.7!・9!x ;1・~ E. D同着，上衣， Leibgen げ王 Warm
ser [?]，寝台幕j カーテン，チョッキ用生地。東イソド製はカ

←テン地に最適。 (Theil1， Sp. 1342-1347) 

厚地の純綿布。東インド，とりわけスーヲト製。白地 9xkE，

多色縞織り 11.z x~. E. (Theil 1， Sp. 1542) 
Bethilles. Nesseltucherあるいは白地綿布。東インドとりわけ

ポンディシェり で製織。① Betille:やや厚拍。 16，-...，20xiE.， 

ユ
山
一
町

一I
一品

Baftas やや厚地の綿布

Bauns綾織り綿布 これには Bom.

basin， Bombazinも含まれる。この語

から Eommesin，さらには Eaumseide，

Baumbast， Bast という語も発生し

た。イタリア語で綿は bambece，bom 

bace， hombagio とし市、， Nesseltuch 

は bambaginoという u 植物学者のい

う Bombaxもこれと同系統である。

Bethillis. Mousselinesに属する。

Baffetas 

Eerams 

Betille 

Basins 

2 

3 

4 

5 
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一一一一日11eOrgandy…たし一極薄時

3・.E.，①Betille Tarnatane 日がきわめてつむ。 12!rv13
xtE， Netteltuchを参照。 (Th臼 11， Sp. 1638-1639) 

平織り綿布。 Basinを参照。 (The;l1， Sp_ 1940) 

赤あるいは黒の縞織り綿布。東イン V製，とりわけベ γ ガル

製。 8x ~ E. (Theil 2， Sp. 55) 

綿布。ベンガル，マドラス，コロマンデル海岸で製綿。イギリ

ス人によりマドヲスからマニラに仕向けられるo オヲンダ東イ

ンド会社によってオランダに輸入。 (The;l2， Sp. 85) 

降巣織わ綿布のー続。多種の色地。束インド，とりわけスーヲ

トで製織。l1!xまE.(Theil 2， Sp. 269) 

Mousselineの一種。 Tarnatane の一種でもある。ベンガル

製。 Taroataneを参照。 CThe;)3， Sp. 295-296) 

蜂単織り綿布。東インド，とりわけスーラトで製織ら種類多〈

蜂巣織り風I~手描きのものもある。 13 ・ 14xiE インドでは女

奴隷のスカ ト用。オランダではズボン下用。 Katteguisある

いは wurflichtePagnesと呼ばれる Chel1自の一種もあるG

Kattequisを参照。 (Theil2， Sp. 304) 

Zits， Zi日e，Chites (fr.) 何らかのやり方で柄あるいは色によ

る枝様をつけたあらゆるインド製綿布は束イソドでこのように

呼ばれる。コロマンデル海岸のいたる所で，またスーラトで，

ムガール帝国で製織される。最上質布はマスリパトナム製。ア

マダパド，セロンゼ Seronse，トクトクコーり γTutucorin，

マドクーラ海岸製も好まれる。チアポントりア Chiabontria， 

I~I rcl Beckrnann 

多色・綿織り綿布

Chellas， Chil同 Chillas蜂巣織り。

Chits， Zitz， Sitz多色。たいていは濃

色。イギリス人は Callicoes，フラソス

人は不正確にも Perse~ とい了ぷ。

Bombasin 

Caladaris 

Cambayes 

Chacart 

Chavonis 

Chelles 

Chites 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 
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メツィーリア Metsilia，パテナ Patena製はオランダ， ドイツ

で需要が大雪い。ラホール製はもっとも厚地で価格も低い。ブ

ヲγポ ル Brampor製は自のつま Jた綿布でハンカチ(嘆きf
タパコ喫煙用〉生地となる。 Zitzeは総じて 3種に区分される。

①手描き綿布で Calmandarと呼ばれる，①捺染されたもので

ζれはすべてムガール帝固で製造される，①浸染されたもので

Porcellaines (青地，青地に白模様，白地に青模様〉 と呼ばれ

る。 6-i，-.....，10xま~号E スイスでは Perses，Persiennes と呼ば

れる。 オラ γダ人の取扱量多<， 京アジア内交易(対日輸出

も含む)もかれらの手で行われる。イギリス人はマニラ，中国に

仕向ける。フヲンスではインド綿布として[輸入]禁止。 Zitze

は色彩の鮮明さ，1¥0牛性をもってなる。 (TheiI5， Sp. 1103 

1105) 

蜂巣織り綿布。東インドとりわけベンガル製。

(Theil 2， Sp. 691) 

厚地，青色あるいは白地の純綿布。東インド，

ト製。 14x i"-'~R (Theil 2， Sp. 709) 

Netteltuchの一種。白地，日が強度につまった極薄綿布。東

インド， とりわけベシカやル製。 16tx!E. Mallemollesを参照。

(Theil 2， Sp. 1016) 

Datis. 白地でやや厚地の綿布。東インド， とりわ什スーラト

製。しばしば Sauvaguzesや Sauvagagis と混同される。か

つてフランスでは捺染用生地として使用。 14xì~1.E さらに，

Doutis Dungaris whit は白地で 13ixiE.， Ungares broun od 

Bruns は 14x i E.， Doutis Gour gouch聞は白地で 13xiE

(Theil 2， Sp. 1017-1018) 

8xJ，-.....， .~.E Coupis 13 

とりわけスーラCouteline 

DOlllefo'lais 

Doutis 

14 

1S 

16 
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"りh。とりわ吋蜂巣織りは Cα1.e町，e凸ha田ne田8 と呼ばれる。 さらに'

Guingans.Tafachelas， Guingans Pinasseと呼ばれるものもあ

る。 7tX t'"昔E 東インド， とりわけベンガル，コロマンデル
海岸製。絹と樹皮繊維との交織の Guingan::;;もある。 (Thei12，

Sp. 2335-2336) 

Garas (eng.) ; Gerras， Gerraes (nied.) 白地綿布。ベンガノレ

製。 11干~13与×平 E マドフス製の手描きのものはイギリス人

によってマニラ諸島に仕向けられる。インドでほ車布，家具用。

またほうたいとしてヨーロッパの[亜麻製]ほうたいより優れ

る。 (Theil2， Sp. 2310-2311) 

絹綿交織布。東インド製。 6・8・13xj ・ ~E

2333) 

白地，やや薄地の綿布。東インド，とりわけコロマンアル海岸

製。 28・29!.......，3日×昔E長さ28Eのものはベンガル，マドクーラ

海岸で製織L.薄・濃青に染色。イギリス人が包括的に Guineas

Stufs と呼ぶものは東インド製の綿織り，白地，青色綿布を指

l，..， 4{ x吉E ヨーロッバの対アフリカ貿易， とりわけギネアと

の交易に重要なところからこの品名が由来する。 Tapsel とほ

とんど変わらないが，これの方がやや長く，かっ幅も広し、。

(Theil 2， Sp. 2334-2335) 

白地，極薄のきわめて自のつまった綿布。東インド製。最上質

布はベンガル製。 9告x1 i E. (Theil 3， Sp. 62) 

①東インド製綿布を生地にした夜間着，([夜信l着用綿布，@半

目

。

(

印

O
)

鴻

E
O
僻

Garas， Garats， Gerras， Gerraes，ベン

ノJル製

Gueras 18 

潤
回
中

(Theil 2. Sp Guineatuf. 
Longee 

Guinee 

Hamans 

lndienne 

19 

22 

20 

21 
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絹半毛【綿?J織物。アミアシの区機織工によって製織され
る。 (The;¥3， Sp. 551) 

Kattegui， Catlequi， Cat~qui，青色綿布のー租。東インド，と

りわけスーヲト製。 25x ~ E. Chellesを参照。 (The;¥3， Sp 

800) 

Toques de Cambaye強c，厚地の綿布。東イント，とりわけス

ーラ卜製。 3ixiE厚地白襟巻用。 (Theil3， Sp. 909) 

手描き，平減り綿布の一種。束インド，とりわけコロマンデル i

海岸製。 18x 2C. (Theil 3， Sp. 1082) 

Nesseltuch あるいは白地， 自のつんだ極薄綿布の一種ム ベン

ガル製。 16x -le"!・2・官 E種類が多いが， オランダ束インド
会社は3種に区分。① Loosc，① Cavalungen，①Tarnatane

Hamedis， Doulebsais， AbrobanisもMallemolleと呼ばれる。

(Theil 3， 1561-1563) 
Nesseltuchの一種。白地， 自のつまった薄地綿布。束インド，

とりわけベンガル製。 16x -i.........i E. Mallemolle と Netteltuch
を参照。 (The;¥3， Sp， 109-110) 

Mauris (nied.) 平織り綿布。コ戸マンアル海岸製。種類が多

い(蒋・厚地，広・細幅， 白地，赤色)012x 11・1&・lj.E.(h) 

Percales-od. Percalles.Maurisもこ:hに含まれる。これは白地

の薄日の綿布で，東インド，とりわけポンディシエリー製。 7t
~7ixl!E.(h) Pe，cales (赤色綿布，1Oixl!E.) と混同して

はならない。 (The;¥3， Sp， 1731-1732) 

Neuelluch， Nt:tj;;t!tuch， Ne~teltuch 薄い白地品事綿布。無地，

縞織り，花模様の刺繍。表面は完全に平面なのではなく，小さ

な粗い麟維素があり，苔に似る。多種多様であるがすべて東イ

。

Katiequi 

Korathes 

23 

24 

Lampasses，手描き織物

少し粗(，少し撚りをかけた糸によっ

て製織された布o まさにそのためにや

や毛に似た風合いを持ち，これが柔か

恥Ialmolens

Mouris， Mourys 

Lampas 

MaUemoJI田

Mauris 

Mousseline 

Mamedis 

25 

29 

27 

28 

26 



品目 Beckmann

な苔類 Moo田 (mous担〉に被われて|ンドからの輸入に頼る。フランスの積荷目録によれば Einfa

いるなうに見えると ζろからとの名称 Iche Betilles， Betilles Organdy， B町 illesTarna回目出， Tar叩r口印u

が由来する。ドイツ語の呼称は Nes-I tanes Chavonis. Ada阻 is，Mamehaty， Abrohany， Doulebsais， 

seltuch これは誤解ないしかつての商 IHamedis (Mamehaty以下4種は Mallemollesともし、う)，

人たちによる詐称に由来する。という Ieinfache Mallemolles， Mallemolles Tarna凶 les，Casses， Cha b→ 

のは，蒜麻 Nesselのいくつかの種類 Inam od. Rosees， Dor田 s，Momotbanys， Tansjebs， T.町田dan聞

は実際に， カスピ海沿岸部，ヘルシ In白， Toques，刺繍したあるいは縞織りの襟巻。イギリスの積荷

h ボハヲで紐，撚市，厚地織物だけ|目録によれば， Cogmoria， Tans， Bans， c'assas， Muls， Moβ， Se-

にではあるが加工されるからである。 le目 ossas，Domcossas， Bordscossas， Torpscossas， Tangs. この

ほか単に A，B，C I:表示されるものもある。婦人用の各種装

身具(襟巻，前j乱襟飾り，胸飾りリボン，袖等〉用自生地。

(Th田 14， S恥 108-111)

Maurisを参照。

平織り綿布の一種。 コロマンデル海岸製。白地 72x2-iC 青
色 32X2-}巴イギりス人によってマドラスからマニラヘ仕向

けられる。フランス人はボンディ γエリーで賀利げ。 (Theil4，

5μ1341) 

白地あるいは青色綿布。東インド，とりわけベ γ ガル製。白

地・時x;trviE青色 11 {-'"'-'12 x 1 E. (Theil 4， Sゆ 1394)
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t E. (Theil 4， Sp. 1434) 
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I ，E. (Theil 1， Sp. 11π， Theil 4， Sp. 14担〉
オラン ISersuke陀 rs インド製絹綿交織。絹による綿織り。 Nette1tuch

と同様の織り方。 7・9 ・ 13 ・ 16x! ・~&-Ã E オランダ人がペンガ

ルから輸入する Sirsakeと呼ばれるものと同 。発音は Ser

sakeに近い。 (Theil4， Sp. 1880) 

厚地の綿織り綿布。普通は青色。東イン F，とりわけ一之ンノfル l

製。ヨ ロッパ人によりギネア梅岸向けに仕向けられる最上質!

布の。 10x t~í E. (Theil 5， Sp. 67) 

綿布。アレッポおよびその周辺で製織。とくにフランス向付。

(Theil 5， Sp. 67) 

① Tarnatane Chavonis，強度に自のつまった綿布o来インド

製。 6~xiE， ④ Betilles Tarnatanes③ Mallemolles Tarna→ 
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(Theil 5， Sp. 201-202) 

(1) 品目欄ゴチックは『序論J(S. 16-17)で挙げられているもの。

(2) 品目名表記がベックマンと同ーの場合は，ルドピーチの捌ではこれを省略した。

(3) a~-b X c，-..，d E は長さが a~b ElIe，幅が c......dElle目立。

(1) E.(h)は hollandischeEl1e. 
(5) E."かわりにCーがある場合は Cobidas

r
J
サ
§
か
「
誌
月
住
替
冊
」
汽
f
u
r
J
パ

東イン l とりわけJ
Mallemolle を参照。

I Sir田 kas.S山 caれ綿交織

ダ人のいう Sersukersと同種。

Sirsake 

Tarnatane 

T・tlpset

Taquis 

35 

36 

37 

39 

(
凹

ω〕

ωω

e
 
u
 
q
‘
 

c
 
o
 
T
 

nV 
4
 



54 (54) 第136巻第1号

のは言うまでもないが， 18世紀後半にヨーロ γパに流通した綿布の全銘柄を体系

的に把握する作業のためら足がかりとしては，ある程度の役には立つであろう。

⑦ 補論

最後に，ベックマンは綿花代替原料と Fachbogenについて補足的に触れて

v、る。まず前者につい亡。

「近年になって，国産植物をか工して本来の綿花の代替品として伎おうと

いう試みがなさわした。たいてレは耳王麻屑 W.:rkod. Hcdcから採九るのではな

いかと期待をつなレだようである。何人かの者はこの材料 Substanzをきわ

めて向〈かっ細〈することを習得したので，専門家で古えこれを綿花と見誤

まるほどであったことは否定できないのこのような試みは賞讃に値するとは

いえ，外国産綿を排除することは困難である。というのは，亜麻[屑]のこ

のような処理はきわめて厄介で費用のかかるものであり，とりわけ，これか

ら造られる製品は初めのうちこそたとえばパノレヒェ Y ト山に似ていようとも，

じきに，とくに洗濯を重ねると，柔かい，ふわふわした，あるいはさらざら

した風合いを失い，ますます亜麻織物に似てきて，ついにはそのものになっ

てしまうのである。近くのブラウンシュバイクの都市ホルツミンデンで，フ

ロトー F.H. Flotho という商人がそのような[亜麻滑]紡績場を設立した。

しかし，綿織工たちはここの製品を加工したがらなL、。それどころか，へネ

ベノレク Henneberg伯領ズーラ Suhla のバルヒェ γ ト織工たちは， かれら

古川、わゆる綿C糸1をホノレツミンデンから購入Lたという風評に公然と反駁し

たものであるJ(3. 63-64)。

「他の人々は園内産のさまざまな植物の種毛を綿花に代えようとした。ウ

」ストベッグ vVestbeckとし、うスウェーデンの僧侶はしだれ柳 Sali:;!三 pen-

18) 〆りレヒェン 1.(，ノレヒエン 1.)につ、、てはノレドビーチに詳細な解説力ある。それによれば，Bar 
ch印 t，Barchet， Barchentzeug， Parchent， Pa7chet (fr. Futaine， it. Fustagno)は綿織物であ
る。しかし，本来の組用 正料用バノレヒェント位純綿であるが，寝具閉ハルヒェントは緯糸に亜
麻糸を用いており，したがってパルヒヱントは半麻布に分類される。 Nのseltuchゃ Couon等の
亜麻布に似た純U綿布とは，そ白厚さ Dichtigkei.tとZwillig(亜麻布田一種〉に似ていることと
で区別される。 Ludovici，a. a. 0.， Theil 1， Sp. 1304-1309 
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tandraの実毛を薦め， リア γキスト Liangquistはこれを突から繰り上げる

機械を設計したりした。細いき震を持つえぞみそはぎ Weiderichs，epilobiurn 

angustifol とポプラの種毛も問題になった】"0シベリ 7ではアネモネ ane-
mone si1 vestrisの実毛が利用されている。これらの材料が綿花の優れた性質

を共有していると仮定しても，これらを，どんな時にも十分な量と低廉な価

格で大規模な「マ男ファクトゥア」に供給L これの操業を維持L，この製

品を綿製品よりも安〈供給できる態勢にするのはきわめて困難であるロ綿花

は賃銀の低い諸国からもたらされるのであり，わた〈したもはより有利な条

件で産物を得ると左ができるのだ。園内で白生する植物はあまりに少い原料

しか生産しないし，これは苦労の多い長時間の採取によってきわめて高〈っ

く。この聞にパイエノレンにおいて行われた試みによると，一本のポプラが年

に401bの実毛を産出したJ(8. 66)。

すでに前々稿で取り土げたように， 18世紀まで綿をドイツに移植する試みが

続けられたばかりでな<.とりわけ北ヨーロッパにおいて亜麻屑やしだれ柳，

ポプラ等の実毛から綿花の代替繊維を取得しようとする努力が執劫に積み重ね

られてきたことをも，いまやわた〈したちの知るところとなる。そして，綿移

植の努力L 代替作物発見のそれも，挫折に終るか遅くとも 18世紀末までには

非現実的であることが明らかになっていたことをも。ベッグマ Yのこの叙述は，

綿材料への需要が18世紀までのうちにヨーロッパの土壌にいかに深く根を下

ろすにいたっていたかということを，あらためて印象づけるものである。と同

時に，地中海地域をのぞくヨーロッパ世界において，綿花輸入代替がL、かなる

意味でも不可能 Eあるとの現実認識が，いまやあらためて綿原産地域の自然、的

条科や賃銀水準に限を向けさせ，工業原料の安定・大量供給を外部に仰ぐこと

を積極的に肯定しようとする，原料問題に対する考え方に根本的な変化が生じ

19) スウェーデンにおける綿代替作物探求の努力について，へッグマンは次のような脚庄を付けて
いる.rストックホルムだけでも年に8-9万 lbの綿を輸入している。 1774年にはスウェーデン
はフヲンスとオランダから1.19301bの染色目未染色綿糸を輸入した。このような損失がお
そら〈スウェーデγの聖閏者をLて代替物を求めきせるととになったのであろうJ. と(s.61). 
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ていることを，わたくしたちはベッグマ Yの中に観て収ることができるのであ

る。自然的・社会的条件D彼我り較差の認識に加えるに，暗黙のうちにこの同

の遠隔地貿易における輸送生産力の上昇を考慮に入れて，自給不可能な資源を

基礎とする工業の構築の可能性を，ベックマンは予感し始めているかに見える。

このような意味においても，綿はかれにとって「外困物産一の中でも独自の意

義を持つものとして現象したはずである。

最後に，紡績工程についての短い叙述が添えられる。

「綿工業のわたくしたちの教師であるインド人とギリシャ人は，綿を「流

いたりJkardetschen何らかの櫛をあてることをせず，単に「絡み合わせ

るJfachen 20) だげである。「絡み弓JFachbogenを[ヨーロッハでは]製

帽業で使用しているが，綿業では失〈してLまったことは特徴的である。と

いうのも，綿業においても「絡み弓」が有利であるに違いないことは疑いを

入れないからである。 1756年にフラシャ Flachatは「絡み弓」をフランスの

「マヌファクトゥア」で復活させる委託を受けた[という]が，そういうこ

とがあったのか疑わしし、。しかし， ミラノの刑務所でホワード Howard は

実際に綿花を絡み合わせるのをみた fと言っているJJ(5. 67)。

20) 繊維投術における Fachは二様の意味を持ってし占。 製織用語としては織物の組織に応じ綜
献によって卜分に二分された都糸 (Ober-od_ Hochfach. Unter-od_ Tieff.<lc.h)をいう。他方で
Fach. Fachenはフェルト製造の準備工程で縮刷するために毛蹴維を 定の形に重ねた層(Vlies，
Pelz)をも指し，これを製造することを fachcnとしう。「摘み弓」は今世紀にはいってもまだ
所によっては使われていた。バイオリンの弓状をした装置で弦は腸弦か細い針金からできていたー
天井から吊るされ，弦を引張ると振動し C椎積した融維層に暁いこみ，融維が浮遊して互いに踏
みつき Fachをif成するようになっていた。 参考司ために図完了円ずる (第 1図¥， Hugo Glafey 

第 E 図

i 

工EZJ
d: f)fJrm同 iteod. rliinner Draht 

(hrsg_)， Textil.Lexikon， Handwarterbuch der gesamten Textilk附lde，Stuttgart・8erhn1937， 
s. 212-213 ルドピーチには fachen の項目が見当らず，残~ながら2C世紀の資料に頼るほかは
ない。
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綿項目の叙述はここで終っている。叙述の構成が整合性を欠くように，終わ

方もまた唐突であるとの印象ほ否めない。とはいえ，このような叙述方法は

『序論』のすべての項目に共通するものであり，これはベックマン独特の叙述

様式というほかはな」、。

ところで w序論』の紹介はこれまでであるが，ベックマンが綿項目を『序

論』の冒頭に据えた根拠は，少〈とも綿がかれにとってとりわけ「重要な外国

物産」と Lて立ち現れた所以は，いささかなりとも明らかにすることができた

と思う。ただ?ここであらためて確認しておきたいととは，筆者の当初の予想

とは異り， w序論』が内容的に「技術学入門』と需接な関連を持っていること

が分かったことである。そのかぎりで，後者の冒頭に毛織物業が掲げられた根

拠が，そのまま前者の冒頭に綿が掲げられた根拠でもあると言うことができる

だろう m。後者では32の業種が扱われ，その中にはタバコ製造業や製糖業のよ

うに，原料が「外国物産」であるものも含まれる"，。しかし，その製造業はす

でにドイツの地で確立しており，その製品はすでに「ドイツ物産J Teutscher 

W田町民 Landesprodukteの範鴎に属していた。これに対して綿は，綿木の移

植も代替作物の発見も挫折に終ったばかりか，製品輸入代替の努力も工程によ

ってはまだ必ずしも効を奏せず，加工技術においてヨーロッパが原産地に対し

て今一歩及ぱなし、最後の商品であった。 w序論』と『技術学入門」を対比きせ

て言うならば，工業的に意味のある非ヨーロヅバ物産のうちでヨーロッバ商品

化がもっとも困難をきわめた点にも，ベッグマンは綿商品の独自性を見出して

21) 筆者が直用しえた第6版では， 57ベ ジに及ぶ毛織物業の叙述の中で3団 Industrieという用
語が使われている。用語例①「新しい諸発聞はかつての T71Ch左 Zeugとの相遣をな<L 境
界線を取り払ってしまった。発明と Industrieに有害な制約を設けることな Lに， 当局がこ
り境界線を復活させることはできないだろうJ(5， 60)。②「何人かの隣人が紡績用の羊毛を引
き取るために，毎週何マイルもの距離を「マヌファクトゥアJにやってくるとしたら，羨Lさよ
りも同情の念をも勺て，それは極度り黄窮によって強制された剖普Frugalitatであっ工，lndus 
tneではないとみなきざるをえないだろうJ(丘 6旬。④この商品 [TuchとZeugJは偶然，
Industrie，詐欺，宥怪，流行によって変化し，そり完全な目録[をつ〈ること]は，庭の花りす
べての亜種の完全な目録[をつくるの]と同じように不可能であるJ(S. 93)0 lndustrieはここ
では鍵概生として取り扱われているとは言えない。
22) Rhenda， 7. Taback.~pinnerey， S. 2R3-~08; 28. 7.ur:kersiederey， S. 552-579 



58 (58) 第 136巻第l号

いたと解釈することができるだろう。

そしてまた，この困難を克服する決め手は lndustrieをおいてないというか

れの認識も特徴的であり，綿はヨーロッパ人に Industrieの魂を匹胎させる最

良の因子と目されているかに見える。 18世紀末にいたっても，綿附品だけにか

ぎって依然として彼我の聞に技術較差が残り，これが克服きれないかぎり非己

ーロッバ物産のヨーロッパ商品化の総過程は完了しない。最後に残ったこのも

っとも固い壁に突破口を開日るのは， ーミックマンよれば lndustrieとし与穿孔

機によってのみ可能になるはずであヮた。たとえ概念的には，その『リんはま

だ十分に研ぎ上げられてはし、なかったにしても。 とりわけ綿工業において Jn-

dustばp が必要とされる。したがって，綿T業やわがものにしえた時 lndustrie

は最高度に発揚L. ドイツはまさしく lndustrieによって刻印される社会に転

化するであろう。このようなものとしての綿工業の紅娠期間としての本源的蓄

積過程は， ドイツにおいてもようやくにして時満ちて，いまベックマンの眼前

で陣痛を迎えようとしていたのである。

3 ベックマン『商業学入門~ (1789)叩

42項目のうちから「綿」項目だけを紹介するにとどまったとはいえ， ~序論』

の最小限度の分析によって，この著作が内容的に『技術学入門』と密接な関連

を持つものであることが明らかになった。それでは. ~序論」の 4年前に公刊

された『商業学入門』との関連はどのようなものであろうか。

本書の構成は，序章，第1章商業般について，第2章商品取引につい

て，第3章海外貿易について，第4章手形取引について，第5章銀行に

ついて，第6章貿易会社について，第7章破産について，第8草簿記に

23) 筆者は第2論文りま2)で本書の書名を挙げるのみにとどまったが， この聞に古田土和民の御
厚意で本書のコピーを入手しえた。民と，斡旋の5診を取ってくださった加来祥男氏のお二人に厚
〈御昨しを申し上げる。ここであらためて本書の書名を表示すると以下のようである。 Anleitung
zur H田~dlungs即ssenschaf;ι Vornehmlich zum Gehrauche derer， welche sich mit Polizey， 
Cameralwissenschaft. Geschichte und Statistik beschaftigen wollen. Nebst E叫卸urfzur 

Handlungsbibliothek， Gottingen 17R9 
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ついて，附録 商業学文献目録素案，とし、う構成をとっている。第1章の冒頭

で商品の定義が行われ，第2章では商品取引について論じられているが，具体

的な商品分類への言及はない。それだ吋でなく，ベックマンは序章で次のよう

に述べてい<s0 i商業学と商業誌 Handelskundeは区別される。後者をわたく

しはさまざまな固における商業の現状に関する知識，各国の輸出入品の知識，

各国に商業のために設立された公共団体の知識，貨幣，度量衡の知識，他国と

結んだ通商条約の知識，植民地宇在外商館の知識等々と理解している。この商

業誌は大変に広汎なものであり多〈の修Eを迫られている。今の主ころこれ

はまだきわめて僅かな人たちによって特別に論述されているにすぎないが，そ

の大部分は統計的な手引書に見出きれる。とれは商業学の知識を前提とする I

(8. 3-4)。ベ v グマ γは商業学の著述によって理論的準備を行勺た後に「序

論』の執筆にとりかかったようである2<)。序章も含めて本文 110ベージのうち，

30へージを第 3章および第6章に割いていることは，かれの『入門』執筆の動

機が海外貿易の発展iこ対する強い関心の生起にあることを窺わしめるものであ

る。とりわけ第6章では，オランダ東・西インド会社のほかにイギリス，デン

マーク，月ウェーデンの各東インド会社の実態が触れられており，この部分は

ベ γ クマンの定義からすればむLろ「商業誌」に属するものであろう。このよ

うに，本書ではたしかに海外貿易制度に関する叙述に比較的多くの紙数が割か

れてはいるものの，その取扱商品については詳説されず i植民地物産」とい

う用語も現れない。~序論~， w技術学入門~， w商品学入門』について管見した

かぎりでは i植民地物産」とL、う用語が使用されていないことをほぼ碓認し

うる。 i外国物産」にあれほど強い関心を示したベックマンに， i植民地物産」

の概念がまだ固まっていなかったことは，技術学の開拓者でもあるかれの限か

らすれば，一次原料から高度な技術的成果でもある最終製品までを包括する

24) W入門』と『序論』の出版とゲテインゲン大学におけるそれぞれの講義との対応品自係を分析し

た，周巻義孝「ヨハン ベッグマン研究への覚書泊)H商品研究j35巻1. 2号， 1985年， は示
唆に育む論考である。
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「外国物産」を，同~の概念で把えるにはまだ無理があったということでもあ

ろう。このことは，かれの lndustrie概念がまだ成熟しきってはいなかったこ

とにおそらく対応している，と言うことができるであろう加。

fベック T ンの項了]

〔附記〕

l 前稿で判読できなかった地名 (32ベーν，上から12行目〉はバナト Banatを指

すことが判明した。現在のユーゴスラヒア東北部からルーマニアにわたる地域で鉱物

資源に富む。 1718年にオスマントルコ統治下からオーストりア革政下(1789年にハン

ガリアヱ国領〕に移 O，1720年代以降西南ドイツ， ロートり γゲ γからの入植が行わ

れ，入植者は「パナトのシュバーベン人」と峰ばれるようになった。

宮 前稿および本稿は昭和59・60年度科学研究費一般研究(0)による助成研究の一部

であるc

25) 附言すれば，巻末の文献目録は20部門に合計185点(重複も含む〉の文献が挙げられてし品。ド

イツ語士献が中心だとはし、え， 1市0年代までの商業字文献一覧としてきわめて貴重な資料である。

左りわけ看過しえない長は第四門 Polize.'Yder H andlu1沼の中でヒュ ム，ステュアート，
ょをルティマ の3人の名が挙げられていることである。ヒ品一ムについては， ü'J&j治論集~，第 2

版(1752)，およびその仏訳版2点 (3版)(1753， 54， 55) > rr道徳政治論集』の制訳版(1754
56)，ステュアートについては， r経済学原理~ (1767)およびその独罫版 2点 (1769-72，70)， 
モル7ィィーについては， r商業政策金融論原理Jl CThom田 Mortimer，The El帥 ents0/ 
cιmmerce politics and j仇ances，London 1772)およびその独訳版(1781)， がそれぞれ挙げら
れている。ベッグマンが『伊前』の執筆にとりかかった時j かれがすでに『政治論集』や『経済

学原理』を読んでいたことは疑いを入れなし、。しかしそのことは，まだ固まりきってはいなかっ

たとはいえj かれの lnd山 tfteの慨念構成がやがて全面的にヒュームやステュアートのそれに負
ろことになろうという予断を許すものでもないのである。


